
  

所属	
 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 講師 氏名 原田	
 直樹 
 

１．教員紹介・主な研究分野	
 

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科を卒業、同志社大学大学院文学研究科社会福祉学専

攻を修了。社会福祉士、精神保健福祉士。	
 

障害者福祉の現場を経験した後、2008 年より福岡県立大学附属研究所不登校・ひきこもり

サポートセンターに専門研究員として勤務し、2010年8月に看護学部ヘルスプロモーション看

護学系学校保健領域の教員として着任しました。	
 

主な研究分野は、①不登校・ひきこもり支援の理論と実践に関する研究、②不登校・ひき

こもり支援における大学生ボランティアの有効性に関する研究、③学校を中心とした地域社

会における子育て環境に関する介入的研究です。	
 

とりわけ不登校・ひきこもり支援の理論と実践に関する研究では、個人因と環境因との関

係性に焦点を当て、さまざまな角度から不登校・ひきこもりへの支援実践理論の構築に向け

た研究に取り組んでいます。学校保健福祉の視点から、学校内において養護教諭が果たす支

援者としての役割とその具体的な実践内容についての研究を進めたいと考えています。 
	
 

２．研究業績	
 

①最近の著書・論文	
 

<著書>	
 

・	
 原田直樹．(2011)．3.役に立つ尺度（EAT26，シルエット法），学校における思春期やせ症へ
の対応マニュアル，山縣然太朗，松浦賢長，山崎嘉久編著，少年写真新聞社．88-89 

・	
 原田直樹．(2009)．Chapter1-5 不登校と友達関係，Chapter1-6 対教師関係，Chapter3-3 連
携機関の概要，Chapter3-4 校外協働の事例，子どもの社会的自立を目指す不登校・ひきこも
りサポートマニュアル，門田光司，松浦賢長編著，少年写真新聞社．28-31，32-35，79，80，
82，84，96-99 

<論文>	
 

・	
 原田直樹，安河内静子，舘英津子，磯村毅，鈴木茜，和田恵子，坂元真理子，磯貝恵美，竹末

加奈，原田正平，松浦賢長，山縣然太朗．(2011)．妊娠から育児期の喫煙に関する研究～1 歳

6ヶ月児健診時調査の結果～．厚生労働省「健やか親子21を推進するための母子保健情報利活

用に関する研究」平成22年度総括・分担研究報告書，68-81	
 

・	
 安河内静子，舘英津子，磯村毅，和田恵子，坂元真理子，磯貝恵美，鈴木茜，竹末加奈，原田

直樹，原田正平，松浦賢長，山縣然太朗．(2011)．妊娠から育児期の喫煙に関する研究～妊娠

届出時調査の結果～．厚生労働省「健やか親子 21 を推進するための母子保健情報利活用に関

する研究」平成22年度総括・分担研究報告書，59-67	
 

・	
 原田直樹，梶原由紀子，吉川美桜，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長．

(2011)．不登校児童生徒の状況と対応に苦慮する点に関する調査研究―家庭支援へ向けての

考察―．福岡県立大学看護学部紀要第８巻第1号，11-18	
 

・	
 原田直樹，梶原由紀子，吉川美桜，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長．

(2011)．学校の児童生徒への大学生ボランティアによる支援のニーズに関する研究．福岡県

立大学看護学部紀要第８巻第1号，1-9	
 

・	
 中野榮子，安酸史子，佐藤香代，小松啓子，津田智子，岡村真理子，清水夏子，厳紅，原田

直樹，金賢実，田恩永，鄭英美，李洪子，金耕園．（2011）．東洋医療に関する日本と韓国の

看護学生の意識調査：福岡県立大学看護学研究紀要，第8巻1号，82-87	
 

・	
 原田直樹，松浦賢長．(2010)．不登校状態にある学習面・行動面の困難を抱える児童生徒と

その支援についての考察．日本保健福祉学会誌2010.Vol.16No.2，13-32	
 

・	
 原田直樹，吉川美桜，梶原由紀子，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長，

山縣然太朗．(2010)．学校保健における連携の実態に関する調査研究～不登校支援に関する



  

学校内協働の視点から～．厚生労働省「健やか親子 21 を推進するための母子保健情報利活用

に関する研究」平成21年度総括・分担研究報告書，68-75	
 

<報告書>	
 

・	
 衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春

乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹．(2011)．幼児健康度に関する継
続的比較研究．厚生労働省育成疾患克服等次世代育成基盤研究事業平成 22年度総括・分担研
究報告書 

・	
 原田直樹，長谷川智子，福山剛，杉野浩幸，四戸智昭，江上千代美，松浦賢長．(2011)．平
成 20年度採択文部科学省質の高い教育推進プログラム不登校・ひきこもりへの援助力養成教
育－大学内フリースクールを活用した包括的スーパービジョン－報告書 

②その他最近の業績	
 

<学会発表>	
 

・	
 原田直樹，衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井

尚，武島春乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈．（2011）．幼児健康度に関する継
続的比較研究－20年間の保育環境の変化－．第 58回日本小児保健教会学術集会，名古屋 

・	
 近藤洋子，衛藤隆，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春

乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹．（2011）．幼児健康度に関する継
続的比較研究－生活リズムの変化と他要因との関連について－．第 58回日本小児保健教会学
術集会，名古屋 

・	
 衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春

乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹．（2011）．幼児健康度に関する継
続的比較研究－予防接種・感染症の動向について－．第 58回日本小児保健教会学術集会，名
古屋 

・	
 原田直樹，松浦賢長．（2009）．不登校状態にある学習面・行動面の困難を抱える児童・生徒

とその支援についての考察．第22回日本保健福祉学会，仙台．	
 

<ポスター報告>	
 

・	
 松浦賢長，倉橋俊至，近藤洋子，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春乃，堤ち

はる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹，衛藤隆．（2011）．幼児健康度調査におけ
る質問項目の変遷に関する研究．第 58回日本小児保健教会学術集会，名古屋 

・	
 竹末加奈，衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井

尚，武島春乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，原田直樹．（2011）．幼児健康度に関する継
続的比較研究－父親の育児状況の動向について－．第 58回日本小児保健教会学術集会，名古
屋 

・	
 平成21年「大学教育改革プログラム合同フォーラム」ポスター発表、2010年1月，東京	
 

・	
 「公立大学協会創立60周年記念シンポジウム・記念式典」ポスター発表、2009年12月，東京	
 

・	
 平成20年「大学教育改革プログラム合同フォーラム」ポスター発表、2009年1月，横浜	
 

	
 

３．外部研究資金	
 

文部科学省，科学研究費補助金（基盤研究 C），学習面・行動面の困難を抱える不登校の高校
生への社会的自立支援ツールの開発，182万円，平成 23年度～平成 25年度	
 

 
５．所属学会	
 

日本保健福祉学会、日本学校保健学会、日本思春期学会、日本学校ソーシャルワーク学会、

日本地域福祉学会、福岡県立大学社会福祉学会 
	
 

６．担当授業科目	
 

情報処理演習・2単位・1年・前期，不登校・ひきこもり援助論専門・2単位・1年・前期，教
養演習・1単位・1年・前期，統計学・2単位・1年・後期，保健統計学・2単位・2年・後期，



  

養護概説・2単位・2年・後期，養護実習・1単位・4年・前期，養護実習事前事後指導・1単
位・4年・前期，専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期，卒業研究・2単位・4年・後期 

	
 

７．社会貢献活動	
 

・	
 日本思春期学会第 30回大会事務局次長 
・	
 九州思春期研究会幹事 
・	
 北九州市思春期保健連絡会 性教育プログラム開発会議メンバー 
・	
 田川市立鎮西小学校 学校評議員・学校関係者評価委員 
・	
 北九州市障害程度区分認定審査会委員 
・	
 特定非営利活動法人ひこうせん理事長 
	
 

８．学外講義・講演	
 

・	
 うきは市社会福祉協議会「不登校を一緒に考えるセミナー－子どもたちのおかれている環境と

不登校の現状－」講師，2011年 
・	
 福岡県高等学校福祉教育研究部会授業研究会「発達障害とその周辺の課題－不登校を中心とし

て－」講師，2011年 
・	
 九州思春期研究会ポストコングレスショートセミナー「学習面・行動面の困難を抱える不登校

児童生徒とその支援に関する研究」講師，2011年 
・	
 福岡県高等学校養護教諭研究会北九州支部視察研修「学校外協働について」講師，2010年 
・	
 チャイルドライン北九州「今、子どもたちは-困難を抱える子どもたちの支援」講師，2010年 
・	
 福岡県手話通訳士協会「手話通訳士技能認定試験対策研修会」講師，2010年 
・	
 福岡県立朝倉東高等学校職員研修「不登校生徒の理解と対応」講師，2010年 

 
９．附属研究所の活動等	
 	
 

・	
 ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
	
 


